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3. 使用言語 日本語及び英語とする。 
4. 特殊文字ならびに日本語のローマ字化 ギリシア語・キリール文字以外の






著(編)者 発行年 書籍名 (和文の場合『』で、欧文の場合イタリックまたは下
線で修飾) 発行地 (和文の場合不要) 発行所 (出版社または研究機関) 
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6. 提出様式 電子媒体 (MS WordあるいはLaTeX) での提出のみを認める。紙






7. 採否 投稿論文は 2名の匿名の査読者により審査される。投稿原稿の採否は
査読者の審査を受けた形で編集部が決定する。 
（2018年月 12日 31日改訂） 


























本会規約の改正変更には、正会員の 3分の 2以上の賛同を必要とする。 
付則 
本規約は 1998年 10月 31日発効の規約を 2005年 7月 30日に改正した
もので、2005年 8月 1日より発効する。 
             編集後記 
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